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ツイストネマティック（TN）液晶における常光と異常光の特殊な横ずれ効果に注目し、市販の

偏光顕微鏡と組み合わせた微分干渉観察法に利用する試みを行って来た。1-3) 液晶を用いた場合に

は横ずれ量を電子的に調整する事などが可能となり、新たな機能を発現できる可能性も期待され

るが、実際の効果についてはまだ検討が行われていなかった。本研究では、液晶分子配向のシミ

ュレーションを基に横ずれ効果について詳しく調べると共に、電圧による制御性について検討を

行った。 

液晶セルが横ずれ効果を生じるためには、セル厚方向のある程度の領域で分子がチルトする適

当な電圧を印加する必要がある。TN 液晶にしきい値付近の低電圧を印加した場合、ツイスト構造

も残っているため液晶分子のねじれに沿った異常光の横ずれ効果が生じ、最終的には 45°斜め方

向への横ずれ効果が得られる。この場合、異常光のみが 45°方向にシフトし、その距離は電圧と

共に大きくなって 1.5V 程度で飽和する様子が分かる。（Fig.1）一方、3V 程度以上の印加電圧では

ツイスト構造が消失するため、ｘ偏光はｘ方向のｙ偏光はｙ方向の横ずれ効果が生じる。この場

合、常光と異常光の相対的な横ずれ効果が 45°斜め方向に現れる。こちらのモードは、電圧と共

にシフト距離が短くなる変化を示す。（Fig.2）いずれの動作モードでも一対の TN 液晶を組み合わ

せて使う事になるが、低電圧モードの場合には二つの液晶セルの駆動電圧にわずかな差を与える

事によって適当な位相差を導入できる可能性も考えられる。 
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Fig.1 Lateral sharing phenomena inside the TNLC cell 
under low voltage application, where incident point is 
origin and final plot is output point of e-ray.  

Fig.2 Lateral sharing phenomena under higher voltage 
level, where both x and y polarization components are 
plotted at the same time. Calculation is performed by 
taking into account of typical nematic LC:E44. 
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